
テクノアカデミア会員企業
社員様向け教養講座

今のように外国が身近でない江戸時代に、人々はどのように外国人

とコミュニケーションをとっていたのでしょうか？江戸時代は鎖国

の時代だからコミュニケーションなんて…と思われるかもしれません。

しかし、長崎の出島や唐人屋敷には常に外国人がいますし、日本の

人が外国に流れ着くことも…。本講座では、江戸時代の人たちが外国

人とどのようにコミュニケーションをとっていたのかという問題を、
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「IoT」や「AI」といった言葉で象徴されるように、科学技術は私た

ちの日常生活に深く関わり、影響を与えるようになってきています。

こうした科学技術の進展に、私たちはどのように向き合っていけば

舞鶴高専地域テクノアカデミア事務局（舞鶴工業高等専門学校総務課内）

漂流民たちが残した記録から解明していきます。

よいのでしょうか。本講座では、科学技術の進展によって生じうる

リスクや、それに対して「法」がどのような役割を果たせるのかと

いった法学者たちの問題提起を、近時のニュースを踏まえながら

ご紹介してみたいと思います。
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〒625-8511 京都府舞鶴市字白屋234番地

TEL: 0773-62-8862 FAX: 0773-62-5558

E-mail: chiken@maizuru-ct.ac.jp

舞鶴高専地域テクノアカデミアでは、会員企業の社員様、ご家族様を対象に

「教養講座」を開催することとなりました。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

第２部 14:45～15:45

「江戸時代の人はどのように外国人と会話をしたのか？」

第１部 13:30～14:30

「生活・科学技術と法―AI時代における法の役割」

2022年３月５日（土）
（受付開始 13:15~）

■場所：舞鶴高専またはWebにて
新型コロナウイルス感染症等の影響により、
Web開催に変更する場合があります。

■費用：無料

■定員：60名


